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性別 男性 女性 女性
年齢 30 30 27 
SC歴 6カミ月 3年 3年
心理としての職務歴 5年以上 5年以上 3年
心理学的ベース 認知行動療法 精神分析 精神分析
表2 被験者 （教師グループ）
Dさん Eさん Fさん
性別 女性 男性 女性
年齢 24 25 24 
教師としての職務歴 2年 3年 1年4か月
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堀尾良弘（2012). 学校におけるスクール SCの活用とその展望 人開発達学研究， 3,53・60
今回理佳・後藤正幸・吉川領一 ・石隈利紀（2001). 生徒支援における専門性を活かした役












研究科紀要（教育科学）, 54, 27 -44 
大谷尚（2012). SCAT : Steps for Coding and Theorization一明示的手続きで着手しやすく小規
















番号 ァクスト く1＞アクスト中の注目すべき語句 く2＞ァクス卜中の語句の言いJ典え く3＞左を説明するようなテクスト外の概念 く4＞テー7や構成概念 <5＞疑問 ・牒
h柏＂ - EのすH師会岩 t骨lγ1 ｜開
lA おねがいしまーす









5A ありますね、やっぱり。あとはやっぱり経験している者としていな 状況によってこういう考え方があ 考え方の違い、カウンセフーの個性、 同じケースでもカウンセフーによって出てくる情報や判 カウンセフーの個性による視点の泣い




同J与すじ才臓円極デ1で、す弓mけと・やっぱり皆，、＇＂さ VVん＇＂そE布れ石ぞ7子叶れ索性、ス格4も＃違，，うので、 見る視.，丸点町L考l寸z--I －匹、－冒＇品庁
6 I 、 3経＼）験レーにλ差7で•Eっw，て的おi話なんですけど、それ以外のところで新たな視点て，、F A 、入、・），結き やレ，，-is号ペさkt ’f 内貴子、・~






















13 Aやっぱ皆さん目的は一緒なんだなっていうのは思いま したね。その 目的は一緒、アプローチの仕方、考 目指しているもの、行程の違い 目標は同じ、行程が違う 閉じ視点・異なる視点
困hっA た同子町7ど－もfにn なーヰんmと仲か寸しHた，.，，いっdてい手うh意J味いかで圭は長目官的也は、担一ネ緒ιでどす龍け司ど、 え方、おそらく違って
14僕らはけ週y一主回あしアかこドバなイいスかルら書、れ週主一す聞けのE時、点で僕らができる対応策じゃ 週一回しかこない、対応策、
世い
15でも先生方は例えばクラスのお子さんだったら、平日休みがなければ遡 先生方は、週五日、学校だったら ずっと子どもと関わっている、i時間関わ 子どもとl期わる時間が違う、すぐの対応を求める ｜草lわる時間の違い・求める対応の違い






























22 I fi'では長期的に者えるけれども 今できることをとりあえず，







25 A どういうところか、、、 。まあ推測でしかないですけど、学校はす 学校はすぐその時に起こっている、 瞬間的、事後、その場を見れない 問題が起こったまさにその時の対応ができない 時間iの違いによるデメリッ卜
ぐその時に起こっているわけですから、いろんなことがa でも僕らの湯 ことがあった後に話を聞きにb、く、
合h はス、 こ＋ドとがム起き、市た十後に通C話hをt聞k弘き、ルにピいtくわけですし、現場を必ずしも見 現場を必ずしも見れるわけじゃない
26その干にしても保説者さんにしても長い人生の中でどうやっていくかっ 長い人生の中でどうやっていくか、 一生涯、未来 カウンセフーは長い目で見る 長期的な予flj
て安い門う風中章に特、にこ在ちつらでは高見柑る牛こことながっあてる社と全思人うにんなでっすてよっ。て将こ来とそもの考子えが主例 将来、社会人、




29 A 醇閃 え c,..，はスク ノレカウンセフ が？
30 Iレ名が古、骨で開す！とねl土。台先ペ生アか，；らJ戒見れてかこiうマなZ寸ん－，＋じvゃないかつてことでも。 ちょっ
31 A そうですね～。やりづらい、、 。そんなに僕は、いまのとこでは経 タフスでなんかあったんじゃなし、かみた 周りからの印象、問題があると恩われ カウンセフーにかかることの7イナスイメージ カウンセフーにかかることの7イナスイメー





32 In mイJメポージザとヲhいs., うrか舟。いス割ク14ーヤ耐ノレえカ＂nウさン寸セかラねー にかかるっていうことの周





耳！＼ A まあ カウンセフーさんの仕事っていうか動きの理解をして頂い 理解をして頂いてる 働きやすさ、理解 理解されると働きやすい 働きやすさ「理解」
立RI 教師側が











411，語、そデうrでhすナー。円カデウいンJミセフーっていう、なんだろ、職種の理解。理解は 職種の理解、進めてくれた 向上 向上 向上
42 I 理解がないとやりづらいってい弓のはやっぱりありますかね










49 A でもそれはしょうがないと思うんですよねーまあ、僕らが決してい いい存在ではない、変な刺激 7イナス要素、怒し、イメージ 良いところばかりではない 子どもたちへの悪影響







51 A すごい難しい質問ですね。僕えらそうに答えられないですよ多分 情報を共有して、住み分け、方針は共 共有するもの、分けるもの 共有したうえでの住み分け 共有と分担
（笑）。でも、理想の連携か分かんないですけども僕はお互いに情報を共有
有h，し弔て＋、先，生vができるeこと、カウ』ヲンセラーができることの住み分けじゃ
52あとは、僕はあまり先生のお仕事とか、先生の価値観とか信念は脅かさなし、ょう 先さな生いのお仕事、価値観とか信念は脅か 先生の負担、先生への配慮 先生を主体におく 主体は教師
にしてます固
目見 I 先生の方がどちらかというと主体にあるイメージワ
54 A そうですね。だって僕らは週に一回しかいないですから。だから、 先生ができること、学校でできること、僕 学校で可能な対応、 一週間の対応、心 カウンセフーがし、ない問に学校でできることへのニー -i盟問の問に教師に必要な対応、心理







56 A うん、すげ一難しいですけどね（笑）。まあでも、集団でお子さんを見 集団でお子さんを見る、集団生活、流 他児との関係、授業の流れ、 I時間はか カウンセフーが自己判断で動けない、先生の邪魔をし カウンセフーの動けなさ、教員への配慮













62 A んん、と思います。やっぱり、仕事だから、ょっぽど住守係が出来て ょっぽと’関係が出来てなし、と 関係性の重視 関係ができていないと仕事ができない 関係性の盤要性
かいJい
fiR I ぞ弓ですね この前は初めて会った人ですもんね
64 A そうですね．そ捻ニれ舗巴でもいろいろお話して下さったのhで、h、＋すーσご、マく包勉強 先生たちの思い、知れた
I rけかηさlt- t－色町開い司でい3うのけfl'λ，か
65 I 普段中々学校でそういう機会ってないですかね．先生方がどういう風
I y 田 htlアスh jいh
66 A 諾して〈ださる先生もいるんですけどね
自マ Iやっぱり人によるとこが大者いですかね




V 吐.1Mt+r.b！＂τ』＂＂＇ 弘t＋千』 ι曲 l雷Pf>l，、 ~坐出
fiH I ぞのタイミングの錐しさってやっぱりありますかり
70 A そうですね。はい。話しかけて大丈夫ですかりってやっぱり聞きま 話しかけて大丈夫ですかワ忙しい中す 気遣い、感謝 多忙な教師への気遣い、時間をかけてくれたことに対 教師への気泣い、教師への感謝




74 A 忙しそう！ほんと 大変て黒うもん
75 I これなんか、関係作りの工夫とかつてありますか？忙しい中でなんと
か品目イ写会｛信，；




























3 I じゃあ最初にですね、 2回集まって頂いたと思うんですけど、ス
クーノレカウンセラーの方々で集まってもらった時と、 2回目に先生方と
mまってもらった時と、とりあえず最初の方で、スクーノレカウンセ
ラーさんn だけで集tまって頂、七い、て』議E ,, 論し・－・てA頂？，いまた時もにJなんFか、 V思う4こ~と
4B そうですね。 同じ職種の方たちとはいえ、それぞれパックグラン ノ〈ックグフウンドが違う、周りを伺う 背景の違い、周囲への遠慮 共通性を模索する、違いに配慮する 同種におけるパックグフンドの泣いへの配
色ドがト違n っル回たnりbも同すAるtのかで、 7ど..うーけいyう話からでるのかなあと思って私は 慮















t , h ，、 h ，ヲh＇宇 t宇），＊
9 I ありがとうございます。 じゃあ次に、一回目集まってもらった時
に、ちょっと職種の違う人と一緒に話し合うって時に関してはいかが




















I 1• 冒ι ＂ -r宝陪『佑hn,h -r；，；申予t、戚I' hス、 ルー什会杓辛寸－；，，？
16 B やっぱりミ一担人’の寸子司Fがな隼に聞か集r団EのZ概中寸で広問題Iが起きていれば、ゃっ 集団の中で問題、集団にもl芭響、 周囲への影響 一人への対応の困難さ 集団の中で起こる問題，，＿，れ吸血ヲ jレ舟3 t 
17あとは、大人とかその背景を分かっていればまあそうなるよな、しょうがないよ その子背景を分かっていれば、しょうがないよね、個 背l:の型解、容認、個人対集団のジレン 一人一人への理解の重要さ、それができない葛 個人対集団の諸膝






18どうやって伝えていったらいいのかとか、完全に分かり合えなくてもいいけど、 完全に分かり合えなくてもいいけど、決着しなし、こと 無理強し、はできない、もやもやが残ること 完全に分かり合えなし、もやもやがある、それでも もやもや感、崎藤の需要
なんかどっかでは、なんだろうな、なにがし、いってことはないから、なんか、決 はたくさんある、無理に当てはめることもできない、も はある やらなきゃいけない
若しなし、ことはたくさんあるかと思うんですけど、かと言って、外れている子た やもや、やってかなきゃいけない
｜ち予を言をた無し理、lに望fむAよhう易な相、先、明生、平た水ち平がl理f想t、とのす券る相よ支うなながも九の堂に神当1て’tはめでるかこなとも
19でもやっぱり、解決を求めちゃうから、先生たちも苦しかったり、すぐ病院に 解決を求めちゃう、苦しかったり、丸投げになる、抱 解決への一一ズ、他人任せ、抱えるくるし 即時的なものを求めてしまう、それによって余計 解決策への渇望、抱えきれなさ、苦しみに




21 B まあしょうがない、想定内っていったらあれですけど、まあしょ しょうがない、想定内、でもどうやって、分かつてもら 自分を納得させる、理解を求める、カウン 経過の予想、教師からの理解の必要性、カウンセ 教師の対応の想定、カウンセフー自身も抱












27 B もやもやは日々ありますねやっぱり。そんな同じ職種の人たち もやもや、日々、同じ職種の人たちばっかりじゃない Ii'に抱えるもやもや、立場の泣い 立場の泣し、からくるもやもや 立場の泣し、からくるもやもや
ゃぽっnか-r寸り、じ勺ゃ、弘な中い弘し中そ寸れ丸ぞ、れF J考，tえ、払が3あ;r,るl’からT、p担同えじム職ヲh種t，のp，、人ーγた田ちL、と古いし
28 I もや恥やがある要因てなんなんですかね







31 B そうですね、私の立場、職場として。でも先生たちはもやもやし 先生たちはもやもやしてたくはないんだろうな、ハウ 教師の思い、日々の対応、逃げ道、解決 日々 の対応のために苦しむ、そのために解決策 教師の気持ちへの理解、苦しさからくるf





33 B まああの、目えるタイミングがあったり、それを言える雰囲気が タイミング、雰凶気、渦中にいるときは、言えない時 辛さの;qっただ中、お互い苦しい、解決 コミュニケー ションをうまくとれるタイミング、苦しさ 連悦のタイミング、苦しし、と解決策




















｜串円ベム1,-J. ..－，ずいよミレ 品雷’n 宇，L f』いt,?
40 B そろですね
41 l じゃあやっぱりBさんから見て、全体か個人かていうのが一番違う
かえh f ・、ょうポイV Lワ






46 B 最終的に日々関わるのは学校だったり先生だったりするので、あ 日々 関わるのは先生、場にふさわしし、ことふさわしく 毎日の対応、専門性のふさわしさ 専門性を押し出していけばいいわけじゃない 専門性の使い時
とは、学校っていう場にふさわしいことふさわしくないことってある ないごと、専門性ばかり押し切っちゃっても、
｜けとい思hう弁のぃでm、明こち弁らAの，，専1門；.，r,性Aば雪かり、ずをλ押hし4切一っちゃ、弘っめてよ可も戸絶け対戸うhまく






49 Bでも伝えないと伝わらなし＼、考えてもくれないし、伝えてもま 伝考ええなてもし、らとえ伝なわいらこなとい、考えてもくれない、伝えても f云わらなさ、もどかしさ 伝わらなさに対するもどかしき、伝える意志 同上、やるせなさ品 杏 '7デi＇入与ない －レ，＋事 τ ムですけy tお」手弓刊十h はあるけど
50 I伝えづらさみたいなのがあったりするこ左はありますかっ









う品い、マうー 三こ宮みとがスあ’ルっヲた＂＂、 Jだろしか、入らBこZ霊れHは＂うPまRJ-く回連携が＂＇とマ←れ， hたoと言えるだろ
53 B そうですね一。まあその、関係する者たちで、一緒にどうしてい 一緒にどしてし、こうか、話し合い、役割分担、同じ目 同じ方向性、一緒に考える、役割 閉じ方向をむいてbもが、役割は違う 目標の共有、役割分担
こうかっていう話し合いがけっこうまめにもてたり、役割分担がしっ 的に向かつてそれぞれの役割を果たそうとしている
かりできたス時り、jレヲなhけんみかよ同可開じ目的に向かつてそれぞれの役割を果たそう H寺、レl’n，、、L
54なんかその子自身がよくなるとかよりは、一緒に取り組むもの同士が、閉じ方 その子自身がよくなるとしづよりかは、同じ方向を向 子どもの変化より、方向性 結果よりもどう動いたか 子どもより大人の関係性
向けYをR向いい主主てぽ進っめJレ浮てるか時ぶにの、は連（専防Lはうまくいってるって感じるかな。わかんない いて進めてる時
間 I子どもに対してのアプローチとい弓よりかは共有だったりです
56 B まあアプローチっていうか、子どもに対するアプローチについ 一緒に取り組めてる時、うまくし、ってるからって連携 結果がよくても、連併とれてるとはし、えな 結果を求めるより連携を求める、一緒に反省する 結巣より過程、一緒に援り返る












日日r あの あんまりないって人もいたので E ご自由に
61 B ,i-うですねー 何について知りたいですか。とか言って（'le),






64 I ご足労mきまして（笑） ありがと弓ご：~います，
ストー リー 間服組との話し合いの際には，パックグフンドの迭し、から，周囲の出方を伺う。問題に関しての情報収集の必要性を感じており，原因・背景を探り，全体像を犯慢するとし、うことが心理の専門性であると考えている。教問1との話し合いのl民主には待ちの姿勢をとり，教師の気持ちを汲むことで自己


















3 Iまず最初に、2回集まって頂いたと思うんですけど、スクー ノレカウンセフー の先
生て、集まってもらったグルー プと、先生たちと集まるグルー プで2回議論してもらっ
た、とず思きギう1んAです、メレけ1どや、臨まmず陪最ザホ初宮内のI方J弘のれスまクIー.，＿ノLレカ聞ウ出ンセ作マラ$ー有のイ片サだ、科け、で・），集内まyっtて、1頂













12 Cなんかやっぱり、もともと自分も学校の先生と話すことはよくあることでは絶対あ 自分の体験をベース、学校の体制、どこから話 考え方のベース、学校ごとの特色、共通点 体験に基づく考え、支援体制作りの嫌し 自分に体験に基づいて支援策を考
るんですけど、学校の自分の体験をベースに考えているので、学校のフィーノレド を進めていったらいいのか の模索 さ える、体制が異なることの難しさ
でv－やhっLて話い会る推の仇でf、い学司校がのι体い制いとのかかつ司てfやし、っ丹ぱ市り雨全量子然l内違fう守と思揺う枕の削でヲ日、中そ内のげ上灼で齢、
13学校とかつてまずは担任の先生とじゃあどうしてしてかつてのを話していくっていう まず担任の先生と、どうしていくか、先生との関 先生との協力、相手が分からなし、と難しい 教師のパーソナリテイへの注目、出方を 関係、作りのための待ちの姿勢、相手





15 Cそうですね、なんかこう、あっちの先生がどういう風に子とeもと関わってきている どうし、う風に子と’もと関わってきているか、自身 教師の自己呈市、関係が作れる 教師が自分について提不すると、話がし 教師の自己呈市による関係作りの
かとか、Jご：，；自In身d、の”牟体ト何験t,，をt十す三3ごflく話してくださった方々 だったと思うので、それを問 の体験、話しやすさ出てきた やすくなる 促進、；－c～ i:>-.-J.-Jヤ，・n、ょうのけHl-r者弁和t，司-r，咋のけ恥灼会
16 I先生たちと話し合ってみて頂いて、なんかこう、新たな気付きみたいなことって
｜払円-1干灼1キ1十hつま、1弘h H' 
17 Cなんかやっぱり、子どもの支援てしづかサポートってb、うのが、やっぱり先生と 先生との関係性によってうまくし、く、先生との関 教師との人間関係、カウンセァーの態度、意 教師との連携が重要、カウンセフーは身 促進剤lとしての教師との連携、カウ





19 Cそうですね～、なんかこう、劇的に何かが変わるってことはもちろんなかったん 伝わんないんだろう、原因、別の視点で考えた 疎通の出来なさ、理由を考える、焦らない 連携における困難さ、冷静になり他の手 疎通できないもどかしさ、伝え方の
ですけど、でもこう、どうしてもやってるとなんで伝わらないんだろう話をしててとか 方が、冷静になる 段の模索をする 模索
あるんですけどl，前、そ古の色伝EわF三らな時い務原r因t，を7-,なJ.cん内か和別の平視弓し点角で成ち'LIょ・4すっtと入考ト司えルたネ方同が格い11,,r,t,，介、ずし
20 I Cさんの側が視点を変えるつ
21 Cそうですね一。なので、他になにかここがだめだったら、別のやり方を考えるこ 別のやり方を考える 視点の転換 よりよい協力の仕方の模索 視点の転換
）.－＞／、店、草~t,,,t~t -・ 、よろh
22 I変えてもらうってし咋よりかはっ
23 C変えてもらうっていうよりかは、少し変えよう、こっちが変えようってしづ視点を 変えてもらうとし、うよりか、こっちが変えよう 自らの変化 率先して変化するカウンセフー 率先した変化
ちょっと持とうかなっていう。続けてもいいですか？
24I Iまし＼｝まし、内
25 Cなんか、私いま行ってる学校が、両方とも3年固なんですよ今年。それでずっと 両方とも3年目、学校の変わらない部分、体制、 変わらない体制、体制への不満、やるせな 学校そのものへの不満、もどかしさ、自分 変わらない体制へのもどかしさ、自







27 Cシスァム的なところもそうですし、なんかいわゆる発達障害が今学校はすごくメ 発達障害がメイン、｜障害の偏った理解、分かつ 学校側lの理解、知識、学校の不理解な分 知識のずれ、学校の知識は偏っている、 カウンセフーと教師の知識のずれ、
















働f恥い門て中い寸るhときに！＇：／＂.実H際fにmこう担い枠うこ三l,i,とがtあるからやりにくいなとか、そhう＋：いhうよ七うな要因9 vよろし、Jヤ j吋 l:li,スルt-s 7 ＋－•、
ヌFミCこういうこと っちょっと（笑）
34 Iなんだろうな（笑） SCとして働くのをやりづらくさせてる要因みたいなn
35 Cやりづらくさせてる要因、、、。えっと、支援の方向というか、学校での方向が、 支援の方向、支援を先生たちで考えました、 SC教員側からのカウンセフーへの指示、見当 教師との考え方のギャップ、圧力 支援の方向のずれ、教師からの圧





てmいt;.t-う力LAがUちょっE Aとやι っ沼ぱ田り、色弱スいルと聞い－うmか明、どふうい’う＋風刷に1. -il見E立l，、3て4た－〔らマい～いj.,か1酔hっヨて仲介い、jう， 
36でも、基本的には学校の意向に沿ってやって下さいっていいうのがあった時に、 見立てるってしづ力が弱い、学校の意向にそっ 問題の捉え方の弱さ、自由度の低さ、困難 間E置を把握する能力の違い、カウンセ 見立てる力のギャップ、教師との関
やなのっでぱりぞこちうしら、うと時してにすはご思〈う岡所町が主た寸く内さ閣んるあしる中やでりづ、従らわいぎなるっをて得し、なう風いに時照が、っあちっゃて。 て、従わざるを得ない、因るし、やりづらい ラーの動けなさ 係性のもどかしさ
37なんだろ、例えば発達の子が多いのでどうしても発達の話になっちゃうんですけ 発達障害、本人が出来ることを増やす、一次降 カウンセフーの見方、本人の成長を見守る 一次障害の予防をはじめとした、本人へ カウンセァーの見方、本人の健康な
ど、例えば発達が3、4か月遅れてる子が通常のクラスに混ざってますみたいなこ 害になることを防げる、 の配慮 成長を見守る
岨とが及あ、1っfた，.，時けにH＇、tそAのm子苦は情が七ん封ばτっヲ日てλるvしj，、J.,i,な冶んと一か昨少日許し容ず的つ1.－本h人7,-がルでルき附るけこ•；と民 i,,を
38学校の先生からしてみたら、今すくなんとかしたいってUづ風になってしまって、 先生からしてみたら、今すぐなんとかして、お子 即時的な解決、子どもへは逆効果、待てな 即時的な解決を求める教師、それによる 即時的な解決策が子どもに与える







39 I今のお話で一点、お聞きしたいんです、台けwどjレ、Jレ先Y生U方内か、ら＂）出レ会さ提れ＂るえ提れ案旦でλなマん3十で、．弓tY= －・＇’ A 凶 A －.，.，－，』み骨ーし
40 I例えば、教室に入れない子とかがいた時とかに、カウンセラーはいっさい関わ 関わらないで下さい、話しかけないてー 下さい、 カウンセフーの関わりへの制限 カウンセフーへの理解の低さ 教師からの制限
らないで下さいとか、その干に話しかけないでくださいとか。っていうのも、結局誰 甘えちゃうから、学校の考え、
かし咋が平い円る規と、.；，；.そt、の日I子II~はf甘，、えJ日手ちゃ、－1~うかL、らスっhてけい予うけ学f校，＜のT考えなんですよね。でも、そう




43 Cそうですね。なんか、一年目よりは、一年目二年目の方が意見は盲いやすくな 一、ニ年目の方が百いやすくなった、思ったこ 経験を1読むと変わる、疎通の試み、意志の 怠志疎通のlしさ、話が通らない、対応 意志疎通を試みるものの、通らない








45 Cえっと、なんだろうやっぱり、今すくなんとかして、すごくなんでし、うんだろ、気 気持ちが強し、先生は多い、どうにかしたい、よく 教師の惣い 教師の子どもに対する想い、良くしてあ 教師の子どもに対する強い気持ち
持いち勺Tがし強内い苦先情生払ポは恥すごずく多’Fしt、かhなtじJ.1，、そ弓，，の子介をλど，マうザにバか，FしAた'it，いP、よくしてあげた してあげたい、 げたい
46でも、基本的に先生たちってすごく人手が足りないんだろうなっていう印象はあっ 人手が足りてない、手のかかるお子さんが憎え 人材不足、問題児の増加、目先の解決 教室での人手不足、教師だけでは対応 教師が一人で対応する困難さ、目









50 Cそうですね～。そのすぐにすぐにってし、うやり方でうまくできるのか？ってことも 一応考える、短期的になにかできることはほん すぐにできることの模索、先生への配慮 先生のニーズへの応答、教師の意向との 先生のニーズへの応答、教師の意
一応考えてはいます。そうし、う短期的になにかできることはほんとにないのかつて とにないのか、先生の意向に沿うように、難しい ギャップ 向とのギャップ
こνとは由考hえhまf すsげし川、間まあ一い先か生かた司ちTのJレ意－；，.，向世に忠沿附う宇よ十うにトhできるかとかも考えるんですけ
51 Iそうですよね～（笑）












｜ な命、っ久て容Rい／~吋う風に思うの＞で－、すごく、あ人あ立RっAて川3いtうt。でもか＇＂とLいって先生側のl，、マ気h持←hちも分i tλλ ムー ー戸、－J..i .マ－.＇伝
55 tでうJ風も、ちにやろ思っんうぱのありでる一し、番っす不てご利しく可あ雄部あをっ被分てでっいてあうあい。っるでってもて悩かい行とういこかとっ恥困てとっ先て生もい側多るのいの気ではす持子ねちども町も分だかなるっ部て分い










59 Cなんか、やっぱり考えのベー スが違うのはしようがないなって思っていて、その やっぱり考えのベー スが違うのはしようがない、 違いの受容、足並みを揃える、共通理解 違いがあるのは想定内、その中で共通点 考え方の泣いの受容、目標・方向性
中でも共通の認識が持てた時、共通の目標、先生もやっぱりそうよね私もそうだよ 共通の認識が持てた時、共通の目標、一致す を探していく の一致
ねっていう、なんか一致するときがあるんですよね。そういう時に、すごくこう、話し る、重ねて、納得ができた
合いを重ねl，、てnとt－いJ，うl，市か内ケMーl了ス時会制議マ写を会f重＞（！）ねhてf、pそd「Tこで1，肉納、得F J.が什皆払さ附キん寸でー きた時に、あ、、＇＂刻字弓キど 1
60 ~c4そ牛牛れJはレスたクとーえルばカ最ウ初ンはヤぜラ－んfぜ＂んJ足間並1·み1がt涌揃のわ栂な点か雨っ時たけ7ど7、;r,話みし子合いっなて締る罰命うがち
61 Cそうですね、なんかその足並みが揃ったとしづか、なんかこう、なんだろ、その 学校が急ぎ足、ベースが落ちてきた、焦らなく 学校のベース、急いでしまう学校、待ちの姿 学校が待ちの姿勢になるまで待つ、冷静 学校側への待ちの姿勢、共同点の
ケー スに限つては、すごく学校がばあっと急ぎ足というかもう50皿走全力疾走して てもなんとかなるんだ、できることをもう一度、な 勢の獲得、共通点の探求 に振り返る 探求
ますみたいな感じだったんです。でもなんか、学校の方もベー スが落ちてきてとい んだかんだ 致するところはあった
うか、焦らなくてもなんとかなるんだみたいに感じてくれてた部分があったみたい
なんですよね。で、その動かない状況でじゃあこっちでもなんとかできることをもう
一回やっ＝て＃みJ己よずうZ見同つ酬けしよキうみたいヂな之感同じ価に仲なり、私＃の品方、，も.，.、f目標刊とい『う2えかし、学プ叫校の丘二F I庁、ヰ吾』 マ手 、ー
62でもその目標までの進め方というか道のりがやっぱり違くて、なんかこう（笑）。蛇行 道のりが遠くて、絡み合わない、なんとか合流、 連携できない期間、待った結果、共通の目 連携できない時でも待てば変わる、方向 待ちの姿勢の結果、支援の流れの


























番号 ァクスト くl＞アクスト中の注目すべき詩句 く2＞アクスト中の語句の百い換え く3＞左を説明するようなテクスト外の概念 く4>Tー マや構成概念 く5＞疑問・課題











6E比べてみるとやばり，最初に話した時には，その子その子に対して こうしていきたい、今の現状とか次を、今の 即自的な対応、カウンセフーの視点、気付き 教師は即時的な解決を求める、カウンセァー 即H寺的な対応、カウンセフーの見方へ






8Eああー 。子どもためを考えると，過去も未来ももっと考えて話もたくさ 子どものためを考えると、長期スパンで行く方 務勝、教師の負担、とりあえずの対応 長期的な目線と今の対応との葛藤、長期的に 視点の泣いによる葛藤、現場における





lド＿.，；降 、－n.、よ刊、 、 - = ヲ問 、.，.， 、目マ$目スr,
91円I高今向負山担ぐ広て私い的うr言h葉均が金出十てかきねたーんですけど，その負担ていうのはどうい
10 E個別の支援が必要な子とか個別の話を聞いて欲しいっていう子が 30人もいれば、時間が足りない、そっちに目が タフス経営、一人にかまってしもれない 集団を見ることの困難さ、一人にかけられる時 タフス経営の困難さ、一人にかけられる
30人もいればたくさんいるから，それを全部，過去から未来まで全部 いっちゃう、人数の面の大変さ、 問 時間の少なさ
聞肱い、，Sたり刷して工る叫と時l 、芝間1がιもちJろ仇んz足りな，く中なHっノて同き~，ちゃう｝·＇ト，そ』の中でも
11あとそのやっぱ多動な子と関係作りがうまく行かなくって。ここまで 関係作り、話が通らないし、理解が深まんない 子どもと教師の関係性、理解ができない 関係性のなさと理解のできなさ 教~iiiと子どもとの関係性作り
ちょ通っらと期。解いがか深なまかんっなた〈せないちでゃ，うか余ら計例に話が通らないし話も言ってこなu、tJ
12 I生徒と？
13 E 生徒と。だから，人数の面と，高学年だから反抗的になってくること 人数の面、関係作り、聞きたくても聞けない、 集団での対応、子どもからの反抗、教師の負担 タフス内での子どもとの関係性の難しさ 子どもとの関係性作りの困難さ
のt－＜関T係卒、作話り廿をな全い部かしιなネいれとが，ど士ん事FなFにな話つをで聞し内きた一手くてのも合聞相けかなたいし厄，杭話1し反抗してくる、負担
14 ~，そ珂うEでE堺す市よね？マー事会，5ぷ年か生4。7じしゃ内あJレ色実上際司話hしY京て弓7，句、頭台で司こ7う戚だ1·と，？思十っかたね内容





















22自分の経験がないのでちょっとどう話せばいいんだろうっていう所を経 経験がないので、ある方が話すから、落ち着い 経験の違い 経験の違いと子どもの反応 経験の泣いが及ぼす影響
｜験／－＇｛，のはあ落るち方措がい話てす話かすらの落かちな着左黒いいてま話すせ内 るのもあるし。そうし明で子 て話せる
23 Iそれが担任だけ． 人だけの関係だとワ
24 E だと，もう，男と男だから，もうなんだろ，同性の近い人間として当 男と男、向性の近い人問、屈したくない 性別、反発 教師の個性と子どもの反応 教師のパーソナリティが及ぼす影響
l名、fどスヲ＇＇°＇回 I1与，，，，、~開い引柿い.，..，トh も レi聖1
25 Iその入ってくれた先生は女性。


































44 Eなんだろ，長期的に見て今年は解決しないかもしれないよって言わ 百われたら昌われたで安心、今できることを ほっとする、とりあえずの対応、具体策のなさへ 今でさることを求める、すぐにできることがあっ 具体的支媛の要望、対応策のなさへの




I ，，らfど＂＇＇うす、Aんマ1だ、よ~~っトてマ写なきるスけ－レどb， 雲と量り、あマソえずh こ叉れしをこういう風にしていってく
45 I長期的にしてもスアップで内








，、鵬冊m ' 1 .－閉 ., _,. . J.マ午古合時酷弔問回，，，L千n -r 4 噌 汁捌鵠ル
52 Eうちの子じゃなし、からね内あんまあれなんだけど
53 Iああクラスの子ではない？












町 cit持’ ,- 、ー弓戚I＂ザコ＿，＿..，
60 Eああ，そっかあ。そうすると，自分はちょうと’昨日そのことがあって子 日々実感する、カウンセフーは遡に 回 毎日の対応、カウンセフーはI寺聞が少ない 教師に比べて、カウンセフーは対応する1時間1教師とカウンセフーの時間的な違い
ど円も炉関司係十作λりができないと辛いてことを日々実感する中でより実感する が少ない
61 Iそうですね
62 Eってことは関係作りってすごく難しいわけじゃん《 関係、作り、難しい 関係作りに関する困難 時間がなし、と関係作りができない カウンセフーの勤務体系への疑問
63 Iその，スクー ノレカウンセフー と子どもたちの。
64 E子どもたちの。その中で，どうやって子ともの悩みだなんだ大変なと どうやって聞き出せるのかなあ、指導をできる 指導をする、子どもとの関係 教師は指導を求めている、カウンセフーへの 指導を求める教師、カウンセフーの勤務
こトろ干だのの帽っ泣て会聞マ写き会だ五せのるかのかか介なλ，あTっhてTなんレ協か閉思rっ問てJ。、そ主hれnを＋聞Aきjだdけした のかな 疑問 体系への疑問
'" Iそれがー Eさんから見て心理l臓に対してちょっと疑問な？66 Eそうだねー 。なんかその，もしかしたら専門た泊、ら見て，様子で分か 週一回で疑問じゃないのかな カウンセフーの勤務、少ない 疑問 カウンセフーの勤務体系への疑問
















76 E （沈黙）そうだなあ，えっとね。まあ完全に頭の中の考えだからあ 来てくれて、長期的に見てくれる、定期的に客 カウンセフーがやってくれること、教師の負担の カウンセフーへの要望と期待、一人一人を見 カウンセ7ー の専門性への嬰望と期待、










78 Eで， ”寺にはやっぱ，なにも今日はありませんて日もあるかもしれない なにもありませんで目、人が必要だからきてよ、 暇な時、専門とは別の活動、学校全体へのサ 手が空いたら専門とは違うこともして欲しい、 専門外の活動の嬰望、関係作りのきっ









80 E関係性の面でいいのかなって。お客機じゃなくて，学校の一員で 関係性の面でいいのかな、お客様じゃなくて、 部外者ではなく 学校にコミットしてし、く姿勢 お客様意識の掛除
すってポジションでいてくれた方が，リお＋互yいtト，、話zや－庁す、Aくtな、量るんじゃなし、か 学校の一員です
1,, 1 七、、，f,（弓E、, 点、Jゐ示、h.tn しるレ2ト入，1-r-
81 Iなるほど納強になります伺
82 Eなんでもいいんだよね。ほんとに何にもなくて，例えば，何にもなく 来たせいで子ともがわーってなっちゃって、先 カウンセフーの与える悪影響、雑用 サポートが適しているタイミング、学校へのサ カウンセフー が与えるクフスへの影響、












88 E そう，ごめんね，いうしづイメー ジが強し、から，部屋があるていうイ 自分の中学生の時に、実際見たことが 度も カウンセフーの7イナスイメージ カウンセフー はこもっているとしづイメー ジ 聞けた人間関係の必要性




9口E そう．もしほんとにこもられちゃったらイライラすると炉、う（笑） こもられちゃったら、イフイ7 向上 同上 同上
'1 I （笑）何しに来てんだみたいな｛笑）
92 E 伺してんだみたいな（笑）




4F なんか普段、同じ職場で話せない教育に関することだとかを同 自分の中の教育観、周りの人の教育 各人の教育観、よくあること、自分に陸き替え 周りの人の視点を取り入れ、自分の体験に！開らし 自己の経験への置き換え、他者の視点





するか、，.，自、手分』が＂担向 4任土砂庁だ、軍っ＂＇日たえらンきど三T，う、ナすー何ると？か’可そ←、Fうe〆いったとこKl.司ろ’3，でp拘人七kの崎苦目 . 、、，性会
5 1 はい。今、自分だったらどうするかつて話が出てきたんですけ
HどU、AやI＿.，っhぱサりずあきあ安い永う個ー別のーシケ封ー傘スでい司あ令が予っ寸た一山時hにoも自分の経験と






SF やっぱりスクールカウンセフーの専門性を、専門的な分野で 専門性、教育とはまた違う、自分たちの分 教師とカウンセフーの違い、新たな気付き 教育とは違う専門性への冒及 新たな気付き
持ってる方たちとお話をすることによって、なんだろうな、教育と からない部分、教えてもらった
は量ま明た違世向う品、科ま払あm元品をhたtλど夕刊れι、ば鼎同品じ予教育骨に長はデなホムるnんやだれろjレうヲhけれど















14 F なんかやっぱり心理的な部分で。もちろん担任が知っていな 担任はと’つちかっていうと算数とか国語と 教師は教科を教える、クフスの経営、心理的な 教師は教科を重視ており、心理面のサポートは難 教師の立場、役割l











17 F ああ一、なんか先生たちいつも忙しそうだから、話しかけづら 先生たちいつも忙しそうだから、百われて カウンセフーからのイメージ 多忙な教師のイメージ 多忙な教師像
〆｜い庁、部主分宰1は、aあo,tる＂っ与てえマい吋うーけの 3を4・ス雪トhレhー fトにそのスクールカウンセラ｝
18 I どう県われました。ぞういわれた時に







づ3作 λらhさ兵を恒感例ペじムるLこ、かと払とかつてありますかりこういうことがあるから-r- .t-71芯t. 占，.，
21 F 私が担任をしていて、やりづらいなぁと思ったことは、今年は 来ると子どもたちがわしゃーってなっちゃ 流れを乱すカウンセラー、集中力の持続の難 カウンセフーに授業を中断させられることへの不満 流れを乱すカウンセフ一、集中力の持続









業って言~って・下さ2っz たーんロで院す副け，＝どーも、 でョ，もL やーっ・ぱり、支一庁回、唱途切hれ，た集
22 I なるほど。その時は結局どうなさったんですかり入ってわちゃわ
t.,o弓 -rt.t -
















27 F クラスに入るなり、すれ違いがてらに挨妙、よ～とか言って、 先生に対する挨拶じゃないよね、規律は 子どもとの関係、きちんとした指導、それの7 カウンセフーに求めるもののアンヒ。パレントさ カウンセフーにも指導を求めるが、それに
それは先生にする挨拶じゃないよねとかそういった感じの規律は教 教えて欲しい、子どもに制限をかけてしま イナス面 葛1草している
えて欲しいなって思うんですけれども、でもやっぱり、難しいです うことにもつながる
十よねJ。ノ純すべて、子予どし＃もにし開制弓限を！唱かdけ－，てし唱Vま4うことにもつながるので。









で働く中でルマ、3なに事かh変ったこととか、，.，－実1際；，＂にキ行寸動－；，としてじゃなくてt開品 弔問 量 4』，.＇，詔＂－ル
33 F 変化、特に大きな変化っていうのはないんですけれど、スター どうU、う思いで、子どもの促え方、環境が カウンセフーの思考、環境を気にする、視点の カウンセフーは環境を見るとしづ専門性があること カウンセフーの思考の取り入れ

















39 F しづらいっていう二とよりかは、どう接していいか分からない どう接していし、か分からない、相談して、 難しい子どもへの対応、カウンセフーへの相 対応の仕方が分からない時に相談するとありがたさ カウンセフーへの相談の意義










43 F t、弓 予備軍みたいなのがちらほらと かなりいたんですけ
44 I そういう時は先生の仰lから働きかけるんですか0スクールカウン
lセτラ大ーL、みのやほしう、内に存。，，先’T生＇＂の、λ側，-rか$寸ら－，、ワ気になるこ子がいてちょっと見て




47 F は、ええと、私の担任の見えてないところで起きた出来事を教 担任の見えてなし、ところで起きた出来 担任以外の視点 担任が把握できていなし、こと 教師が気付かない部分の把燦
えてくださったり、あとその時にした会話を教えてくさったり、あ 事、会話、その日じゃなくて
と植そしの乙辞日じlずゃなノ＃く」てV前－・－に机もこfういうことがあってとか、そういった
48ま、そり、こ今か後ら横どう子し持た胃ん，てだいろ合、主こしうJかKうもっしてれ戚なじいであいあつかもも終しわれっなていいてたしんづで話すがけ始 j草子を見ていきましょう 待ちの姿勢 待ちJ華子を見るとし、う提案 カウンセフーの待ちの姿勢
49 I なるほど棟干を見てい会ましょ弓って感じ。
50 F そうですね、これっていう特効薬みたいなのはないので、ほん 特効薬みたいなのはない、様子をみてい 待ちの姿勢の取り入れ、互いの持ってU活情 お互いに見えてしも所と見えていない所がある 教師の待ちの姿勢、互いの情報の共有
とに織子をみていく しかない、こう担任が見えないところで何かを くしか、見えてるところ、見えてなし、とこ 報の共有
やってるかもしれない、ここでこう、見てて下さいみたいな。 i坦に ろ、情報交換 、L
担柏任市楠の見1ずえみてやるいこかともあるけど、そこではやらないこととか。を情
51 l それはあることによって Fさんとしてはど「うでしたり
















1..- 喧 U円4、『h 4’Z『 品目 ’V間ず














〆、 ...土品士 E司」ぞ庁、色、 C f 
61 F やっぱり自分だったら、っていうところに、考えるのと、あと 自分だったら、先生が抱える悩み、子ども きっかけ、周聞や子どものことを考える、自分 支屡について考えるきっかけとしての会議、自分 きっかけとLての話し合い、自分の体験








62 I じゃあ、 一応それは時々ある特別な会ですよね。普段常駐して ． 
る、日頃の日中いるスクーノレカウンセラーさんとやる時にっていう
風祐憎にな占る？？と－どhう封で建すhか，、3ね，＿。＇日有宇頃どい；，るJi陣ス7ク，，ー旨十ル弁カ払ウ2ンdセLいラかーのh先t生と












67 F ないっていったらうそなんですけど、まあなんですかね。まあ 自分だったら、どうやって相談したらしW、カウンセフーの思考への気付き、きっかけ カウンセフーとの関わりを考えるきっかけになった カウンセフーとの関わりを模索するきっか











ストー リー 同職種との話し合いの際には，他者の視点、を取り入れ，自己の体験と照らし合わせる。自己の体験に置き換えることで，危機管盟意識を常に持つように心がけている。SCとの話し合いにおいては， SCが持つ教育者とは違う専門性に関して新たな気付きが得られ，問題を持つ子 トーーーーーーー 一ーライン どもへの対応の困難さに対する助言を得られたことに満足感を抱いた。またSCが抱える困期比理解しており，どう関わればいし、かという関係作りの具体策に関しても思いを巡らせた。専門性の遠いについては，教師はクラス経営の負担が大きく子どもの心理的な而へのサポートは ト一一一一ーー ーー
難しし、とし、う教師の立場や役割とし、った要因が背景にあり，それに対してSCとの役割分担することや， SCが教師の補助的な役割を担うことを望んでいる。しかし，実際には授業の流れをSCが百Lすとし、う体験をしており，不満を抱いてしも一方で，授業中の様子こそ見て欲しし、とし、一う葛藤を抱いている。集中力を持続させることは難しく，一度中断された場合には強く指導するとし、う対応をとってしも。そして， SCにも子どもとの距離感を保ち，時には不適応な行動に対して注意するなど指導をすることを求めているが，その一方で規律に重きを位きすぎるとし、う
ことは子どもに制限をかけてしまうことに繋がるとも考えており，やはりここでも葛藤を抱えている。SCが環境に仰lきかけるという専門性に気付き，そのような捉え方をしようとしづSCの視点の取り入れを試みているが，環境に働きかけることに関しては家庭の事情への配慮などから難 一しさを感じている部分もある。クラスに問題のある子どもがいない時にはSCと関わることがなく， SCを問題がある時に関わる相手であると捉えているが， SCに相談すると負担が軽減するなど， SCへの相談の意義を実感している。また，教師が把握できていなし、ことや，教師が知らな
い子どもの様子など，互いの情報の共有を求めている。支緩に関しては，様子を見るとしづSCの待ちの姿勢力も，特効薬はないとし、う教師自身の待ちの姿勢も得ている。特別支援の関しての会議が開かれることに関して，情報を共有し学校全体の方向性が定まることで，教師の
理論記述 －話し合いの際には他者の視点、を取り入れ，自己の体験と置き替える。 トーーーーーーーーー－役割l分担を重視しており， SCに対して教師への補助的な役割を求めている。 ト一一一一一一一一一
・SCの対応に畠藤を抱いており，子どもと距雌感を保って欲しし、と感じている。 ドーーーーーーーーー
・SCの視点の取り入れを試みるが，環境に働きかけることに関して難しさを感じてしも。 一・互u、の情報の共有を求めており，待ちの姿勢をとることを意概している。
・学校全体の方向性が定まることで，教師の孤立が予防できると感じている。 一
謝辞
本論文の作成にあたって，インタビ、ューに応じて下さった皆さまには大変大きなお力添
えを頂きました。厚く御礼申し上げます。また，そして下川教授のご指導なくしては完成
には至りませんでした。本研究にご協力くださった皆様，また，深いご指導をしてくださ
った下川教授に御礼申し上げます。ありがとうございました。
